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法政大学大原社会問題研究所1997年度のあゆみ

Ⅰ　特記事項

１ 大原社会問題研究所創立80周年・

法政大学合併50周年

1999年２月９日，社会・労働問題の分野では，

日本で最も長い歴史を持つ大原社会問題研究所

は創立80周年を迎えた。この創立記念日を期し

て，研究所のホームページに，新たに「大原デ

ジタルライブラリー」を立ち上げ，21世紀に向

けて，画期的な一歩を踏みだした。

さらに，創立80周年を期して，現在，いくつ

かの記念事業を企画し，準備中である。その重

要な記念事業の一つとして，『日本の労働組合

100年』（仮題）の出版に向けて，多くの研究員

を組織し，編集執筆を進めている。その他につ

いては，1999年度の事業報告で記述する。以下，

1998年度の研究所の諸活動の全体について，記

述することにする。なお1999年度は法政大学と

の合併50周年にもあたることを明記しておきた

い。

２ インターネットを通じての情報公開

（ホームページとデジタルライブラリー）

大原社会問題研究所1998年度の歩み法政
大学

Ⅰ　特記事項

１　大原社会問題研究所創立80周年・法政大学合併50周年

２　インターネットを通じての情報公開（ホームページとデジタルライブラリー）

３　開かれた研究所に向けての情報公開

４　研究・調査活動

５　専門図書館・文書館としての活動

むすび

Ⅱ　諸活動

１　研究活動

２　『大原社会問題研究所雑誌』

３　『日本労働年鑑』

４　刊行物

５　会合と研究活動

６　図書・資料の収集・整理・閲覧

７　インターネットによる電子情報の提供（ホームページ，データベースなど）

８　対外活動

９　人事
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２月９日，創立80周年を機に，研究所ホーム

ページ上で「大原デジタルライブラリー」（電

子図書館・資料館）を開設した。これは，当研

究所所蔵資料の画像をWWW上で検索・閲覧で

きるようにした画期的なもので，日本の社会科

学関係のホームページでこのような形での資料

提供が行われるのは初めてである。また，ホー

ムページとそこでの約27万件におよぶ《社会・

労働関係文献データベース》の公開はすでに高

い評価を受けている。トップページへのアクセ

ス件数は，99年３月末現在で約５万1700件に達

した。

大原社会問題研究所のWWW上でのホームペ

ージは，98年度にさらに内容の改善を行った。

上述した「大原デジタルライブラリー」には，

所蔵ポスターや書簡の画像を含む情報（約6000

点）をインターネット上で検索・閲覧できるマ

ルチメディアデータベースに加え，《社会・労

働関係文献データベース》や《日本社会労働運

動資料》索引データベースなどがある。同時に，

所蔵貴重書，書簡の一部の画像も公開した。

また，利用者への便宜を考えURLアドレスを

簡略化し，http://oisr.org でもホームぺージに

アクセスできるようにした。このアドレスは，

“Ohara Institute for Social Research”の頭文字

“OISR”に“ORG”をつけたものである。

96年度に作成を開始した社会・労働関係のホ

ームページへのリンク集にも，常に新しい情報

を取り入れた。このリンク集は，日本国内のこ

の分野では，最も包括的・総合的なものとして

高い評価を受けている。98年度は，労働組合や

社会運動組織など約300の新たなサイトをリン

ク集に加えた。また，新着図書目録，各研究会

の案内など，従来，紙媒体で提供していた情報

も，WWW上で公開している。

マルチメディア・データベースの開発は，

1994年度から1997年度までの文部省科学研究費

補助金と，97年度に始まった文部省の補助金

「WWW上で検索可能な社会・労働関係資料マ

ルチメディア・データベースの開発」の二つに

よって行われた。具体的には，（Ⅱ．諸活動の

７）を参照されたい。

３ 開かれた研究所に向けての情報公

開

開かれた研究所に向けての努力の一環とし

て，研究所の出版活動は中心的な位置を占めて

いる。中でも重要な役割を果たしているのは，

『日本労働年鑑』である。研究所創立の翌年か

ら刊行されてきた『日本労働年鑑』は，収集し

た原資料に基づく，整理された形での出版をつ

うじた社会・労働関係資料の情報公開という意

味を持っている。同時に，執筆・編集・出版を

つうじて，各種資料，とくに社会・労働団体関

係の資料収集の最も有力な手段でもあった。

すでに206冊出版した戦前資料『日本社会運

動史料』の復刻や，創立70周年を記念して開始

された『戦後社会運動資料』の復刻も，研究所

の収集した資料の情報公開という点で重要な意

味を持っている。1998年度には，戦前資料の復

刻として『土地と自由』第４巻を出版し，これ

で『土地と自由』の復刻は完結した。

さらに，『大原社会問題研究所雑誌』の発行

と，これに掲載されている「社会・労働関係文

献月録」による情報提供も情報公開という点で

重要である。雑誌の発行自体，研究員による研

究成果の発表の場として重要な意味を持ってい

るが，そればかりでなく，社会・労働問題関係

の研究者に広く開かれた雑誌とする努力も重ね

てきた。その結果，外部執筆者が増え，社会政

策学会や日本労働法学会の関係者など，近年，

学界にも広く知られるようになり，学術的評価

を高めている。

出版活動では，このほか，各種研究プロジェ
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クトの成果を大原社会問題研究所叢書として刊

行し，研究成果の社会的公開に務めてきた。

1984年度から始まった研究所叢書シリーズは，

1998年度には，個人研究による叢書も含めて，

延べ14冊に達した。このほか，市販性を持った

刊行物としては，『社会・労働運動大年表』

（1986年）およびその増補・改訂版（1995年）

の出版も，高い評価を受けている。

さらに，閲覧や所蔵史料活用のためのデータ

ベース以外の各種目録も多い。例えば『向坂逸

郎文庫目録Ⅰ～Ⅳ』などが，その代表例である。

これらは，地道な資料整理の結果として刊行さ

れ，重要な情報検索源として活用されている。

研究会の公開についても，引き続き取り組ん

できた。98年度に12回目を記録した公開シンポ

ジウム＝「ＩＬＯと日本」シリーズは，毎年多

くの参加者を得ている。その概要は，毎年の

『大原社会問題研究所雑誌』に特集として収録

されている。このほか，公開の月例研究会も毎

月開催してきた。

４　研究・調査活動

研究・調査活動としては，福祉国家研究会，

ＱＷＬ研究会，戦後社会運動研究会，法政大学

多摩地域社会研究センターとの共催による加齢

過程における福祉研究会などの活動が特筆され

る。

福祉国家研究会は，その研究活動の成果とし

て，大原社会問題研究所叢書：大山博ほか編著

『福祉国家への視座』（ミネルヴァ書房）を出版

すべく準備を進めており，刊行は1999年度を予

定している。

ＱＷＬ研究会は，人事評価と企業組合の緊張

的な関係に関心を持って，ヒアリング調査を実

施してきたが，98年度，99年度の２年間にわた

り「人事評価と労働組合」の主題で，文部省科

学研究費が認められた。そこで，人事評価と労

働組合研究班（代表・五十嵐仁）をＱＷＬ研究

会のなかにおき，予備的なヒアリングなどの準

備の後，通信調査を実施し，第一次集計を終え

た。大都市に所在する企業別の組合員規模300

人以上の組合，約2000に調査票を郵送し，約

600の回答をえた。労働組合や企業を訪問して，

事例調査も実施した。

第一次集計の後，結果の概要を，回答のあっ

た組合に送付するとともに，『大原社会問題研

究所雑誌』（1999年６月号）で，中間発表を行

なった。そのほか，1999年度にはクロス集計や

追加的な調査を行い，報告書をまとめる予定で

ある。

戦後社会運動研究会は精力的に聞き取りを行

っており，その一部は，1998年度の『大原社会

問題研究所雑誌』に３回にわたり，発表されて

いる。

加齢過程における福祉研究会は，前年に続き，

法政大学多摩地域社会研究センターとの共催

で，研究会（自治体職員，福祉・医療などの専

門職，地域で活動している高齢者の支援組織，

研究者等が参加）を，公開でほぼ月１回，土曜

の午後に開催した。「高齢者の在宅ケア―一歩

を進めるために」というテーマであるが，本年

は特に専門家を招いて報告をうけ，その後質疑

応答するという形で公開の会合を続けた。その

会合の記録は，研究所の調査研究資料№6，№8

にまとめ，学内外の関係者に配布した。

５　専門図書館・文書館としての活動

社会・労働問題の専門図書館・文書館とし

て，1998年度には，和洋書併せて約11万冊，雑

誌7800タイトル，新聞2100タイトルを所蔵して

いる。これは，整理・登録をしたものに限って

おり，未整理のものを入れると数はもっと多い。

狭くなっている書庫スペース，書架不足や人員

不足のなかで多くの問題をかかえつつも，研究
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所は専門図書館・文書館として，一層，内容の

充実に努めている。

個人などからの，原資料を含むコレクション

の受贈も多い。本年度は，市ヶ谷図書館から

「大内兵衞資料」を受贈したほか，鈴木徹三氏

より「鈴木茂三郎関係資料」，藤林敬子氏より

「ジョルジュ・ビゴー」「竹久夢二」「秩父事件」

関係資料を受贈している。

閲覧者は，年間約400人で，コピーサービス，

研究所所蔵資料掲載のための写真撮影など，対

外的なサービス活動も常時行っている。

むすび

冒頭に述べたように，大原社会問題研究所は，

1999年２月９日に創立80周年を迎えた。80周年

記念事業の遂行をつうじて，社会的にアピール

し，21世紀に向けての研究所の新たな基礎を据

えることが求められている。

大原社会問題研究所は，より多様な機能を求

められている。第一は，開かれた研究所として，

閲覧やインターネットなどをつうじた情報提

供，出版活動などによる情報公開である。第二

は，研究・リサーチ機能とその発展である。第

三は，専門図書館・文書館としての機能とその

充実である。

この意味でも，創立81周年を迎える1999年度

は，研究所の前途にとって，大変重要な年度に

なっている。

Ⅱ　諸　活　動

１　研究活動

今年度は，ＱＷＬ研究会，戦後社会運動研究

会，福祉国家研究会，加齢過程における福祉研

究会，経営労務研究会などが活動した。その活

動内容については，特記事項および会合と研究

活動（Ⅱ５）を参照されたい。このほか，主と

して研究員が報告者となって開催している月例

研究会があるが，広く公開し，外部からの参加

を得ながら，継続してゆく予定である。

２　『大原社会問題研究所雑誌』

以上のようなプロジェクトの研究成果や研究

員各人の研究活動の結果を発表できる月刊誌

『大原社会問題研究所雑誌』をもっていること

は，当研究所の大きな強みである。『大原社会

問題研究所雑誌』は，いわば研究所の一つの顔

であり，研究所の学問的，社会的な評価を左右

する重要な要素である。この雑誌の充実をはか

ることは，これまで本研究所の最重点課題の一

つとされてきた。

その際，とくに留意している点は，雑誌をた

んなる研究所の紀要にとどめず，社会・労働問

題研究に関する学術的な専門誌として，社会・

労働問題研究者など広く一般に誌面を提供する

ことである。

本年度は，第473号から第484号まで全12冊を

発行した。そのうち特集は３回で，「高齢社会

における介護と医療」「戦前の社会科学研究所」

「中小企業における雇用の創出－ＩＬＯ勧告の

示唆するもの」である。掲載した論文は26本で，

読書ノートと書評・紹介が24本，学会動向とし

て社会政策学会の紹介が２本，そのほか，聞き

取り，海外通信，調査報告などを掲載した。投

稿論文も一定の割合を占めている。

雑誌の広告も『日本労働研究雑誌』『労働の科

学』『賃金と社会保障』などに毎月掲載され，

しだいに広く知られてきている。

３　『日本労働年鑑』

研究所創立の翌年から，戦中戦後の10年間の

中断をのぞいて継続して発行されてきた『日本

労働年鑑』は，98年度，第68集を刊行した。内

容は，1997年 1月から12月までの日本の労働運
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動，労働問題の動向を記録している。構成は

1987年以来，序章と特集を別にして，①労働経

済と労働者生活，②経営労務と労使関係，③労

働組合の組織と運動，④労働組合と政治・社会

運動，⑤労働・社会政策の５部構成になってい

る。冒頭の序章は，1997年１年間の「政治・経

済の動向と労働問題の焦点」について，コンパ

クトにまとめたものである。「特集」は，労働

問題や労働運動に関する中長期的な動向や特に

関心を呼んだトピックなどを取り上げている

が，第68集では「現代日本の社会福祉労働」を

テーマとし，社会福祉領域で発生する諸問題へ

の対応のあり方，要介護高齢者に対する社会福

祉サービスやホームヘルプサービスなどの社会

福祉労働の現状と課題を明らかにした。また，

労働組合期成会，鉄工組合の発足100年を記念

して，グラビアで「日本の労働組合誕生100年」

を特集した。

４　刊行物

a 1998年度刊行物

ａ　『大原社会問題研究所雑誌』№473～

484（1998年4月号～1999年3月号）各

号1,000円

ｂ　『日本労働年鑑』第6 8集　旬報社

1998年6月　A5版　463頁　15,000円

ｃ　《復刻シリーズ　日本社会運動史料》

全国農民組合機関紙『土地と自由』第

４巻　法政大学出版局　1999年3月

B4版　190頁　31,000円

ｄ　研究所叢書

①五十嵐仁『政党政治と労働組合運動』

御茶の水書房　1 9 9 8年6月　A 5版

435頁

②梅田俊英『社会運動と出版文化』御茶

の水書房　1998年12月　A5版　352頁

ｅ　調査研究報告書

①No6. 高齢者の在宅ケア－一歩を進め

るために　その３　1998年５月　A4

版　57頁

②No7. 韓国企業における長期安定雇用

と年功制　1998年５月　A4版　43頁

③No8. 高齢者の在宅ケア－一歩を進め

るために　その４　1998年11月　A4

版　126頁

s 1999年度以降刊行のため編集作業を行っ

たもの

ａ　マルクス協會発行『マルクス主義・別

巻』 解題を99年度に完成し，99年度

に一部を大原デジタルライブラリーに

のせる予定

ｂ　《戦後社会運動資料》

①民主評論社『民主評論』 99年度中に

刊行の予定。

②日本労働総同盟『労働』 解題執筆中。

記事索引作成中。

③日本共産党機関誌『前衛』 総索引・

著者名目録作成，99年度刊行予定で解

題執筆中。

④日本共産党『赤旗』 本巻出版準備

中。

⑤日本社会党『日本社会新聞』 解題執

筆準備中。

ｃ　向坂逸郎文庫目録　原資料編

５　会合と研究活動

a 研究員総会　1999年２月24日　嘱託研究

員を含む各研究員の総会を例年のように

開催し，事業の概要等を説明し，参加者

から研究所の関係活動等について意見を

表明していただいた。

s 運営委員会　1998年４月22日，５月20日，

６月17日，７月15日，９月30日，10月28
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日，11月25日，12月16日，1999年１月20

日，２月24日，3月17日

d 事務会議　1998年４月28日，５月26日，

６月23日，７月21日，9月28日，10月27日，

11月24日，12月22日，1999年１月26日，２

月23日，３月23日

f 専任・兼任研究員合同会議　　原則とし

て月１回開催した。

g シンポジウム

９月25日　第12回国際労働問題シンポジウ

ム（ILO東京支局，日本ILO協会後援）

テーマ「中小企業における雇用の創出－

ILO勧告の示唆するもの」

講　師　小島繁夫（労働省職業安定局産業

雇用構造調整室長），遠藤寿行（日本経営

者団体連盟経済調査部経済課長），松井保

彦（日本労働組合総連合会中央執行委員），

相田利雄（法政大学社会学部教授）

＊肩書きは98年9月現在　参加者27人

h 月例研究会

５月27日　高橋彦博「東京社会科学研究所

について」

吉田健二「東京政治経済研究所

について」

６月24日　梅田俊英「雑誌『社会思潮』東

大新人会ＯＢの動向」

７月22日　二村一夫「労働運動とインター

ネット―世界と日本の労働運動

サイトの現状と問題点」

10月21日　小関隆志「労働の社会的意義に

関する考察」

11月18日　武内砂由美「ニュージーランド

労使調停・仲裁制度の変遷」

１月27日　鈴木玲「『協調的労使関係』の

政治的側面－大手鉄鋼組合にお

ける多数派と少数派の関係」

j ＱＷＬ研究会

４月24日　「主要企業における賃金・人事

制度の動向」

飛田正之（国際産業・労働研究

センター）

６月29日　「21世紀の人事政策と正規労働

―賃金制度の変容を通して」

青山英雄（作新学院大学）

k 現代労働問題研究会（労働問題の文献研

究。代表者　早川征一郎　会員20名）

今年度は，休会

l 戦後社会運動研究会（占領期の社会・労

働運動について，文献復刻および資料の収

集・整理に関する調査研究。代表者　五十

嵐仁　会員４人）

４月～６月　増山太助証言の編集

４月～８月　経済復興会議関係資料のリス

トアップ

５月12～13日　国立国会図書館『前衛』の

検閲事情に関する調査

９月～10月　　社会主義政治経済研究所資

料（鈴木茂三郎旧蔵資料の

調査）

10月５日　　　相沢尚夫氏ヒアリング　日

本労働組合会議の結成と活

動について

２月12～13日　静岡新聞社・静岡県立図書

館　占領期の女性政治評論

誌に関する調査

２月15～18日　中日新聞社・大阪府立労働

センター・水平社歴史館

占領期の日本社会党関係資

料の収集

¡0 経営労務研究会（ホワイトカラ－の労務

管理の研究。代表者　相田利雄　会員８

名）

７月１日　相田利雄「今後の総合的情報」

８月５日　早川征一郎「国家公務員の昇
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進・キャリア形成」

10月17日　長谷川義和「電機産業・技術職

の労務管理について」

¡1 ヨーロッパ労働運動史研究会（労働者文

化の研究。代表者　佐伯哲朗　会員５名）

今年度は，休会。

¡2 加齢過程における福祉研究会

４月25日　「老人病院情報センターからみ

た老人病院と患者・家族」

川添みどり（老人病院情報セン

ター代表）

５月23日　「病院と地域医療―高齢者を中

心に―」

渡辺姿保子（河北総合病院医療

ソーシャルワーカー）

６月13日　「高齢者にとってよい医療とは」

天本宏（天本病院院長）

７月４日　「コーディネーターの役割につ

いて」

森田佳子（八王子市ハートピア

公社　コーディネーター）

７月18日　「診療報酬制度と高齢者医療」

木村徳秀（東京保険医協会事務

局次長）

９月19日　「いま高齢者にとってよい医療

とは」

椎名美純（柿生病院院長）

11月７日　「地域における医療の連続」

遠藤小百合（多摩南部地域病院

医療ソーシャルワーカー）

11月21日　「諸会合（本年１月から７月ま

で）から示唆されるもの」

萩原康子（東京国際大学教授）

町田隆男（松本短期大学教授）

後藤礼子（東京国際福祉専門学

校講師）

12月19日　「東京都保健医療計画と介護保

険」

杉村栄一（東京衛生局総務部企

画課長）

１月16日　「介護保険と医療を必要とする

高齢者」

長谷憲明（東京都高齢者施策推

進室保健福祉部在宅サービス課

長補佐）

２月27日　「急性期以降を安心して療養・

生活できるように―医療ソーシ

ャルワーカーの経験を通して」

山之内孝（滝野川病院ソーシャ

ルワーカー）

３月13日　「プライマリ・ケアと地域医

療」

小松真（日本プライマリ・ケア

学会副会長，小松委員長）

¡3 福祉国家研究会（福祉国家の歴史的・比

較的研究。代表者　高藤昭，会員33名）

今年度は，大山・炭谷・武川・平岡編『福

祉国家への視座』（ミネルヴァ書房，大原

社会問題研究所叢書）の執筆に追われ，研

究会例会はなし。

¡4 その他

余暇リゾート問題研究会及び外国人労働者

問題研究会は，代表者の校務などのため会

合は開催されなかったが，今後活動開催の

予定がある。

６　図書・資料の収集・整理・閲覧

【概　況】

図書・逐次刊行物の収集状況，年度末現在の

総数は下記の通りである。

今年度も，鈴木徹三氏（鈴木茂三郎関係資料），

田沼肇氏（原水協関係資料）はじめ，多くの

方々から，図書・資料を寄贈していただいた。

記して感謝したい。
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大量にかかえる未整理図書・資料の整理であ

るが，大原慧文庫については，ほぼ整理を終え，

まもなく仮目録を刊行する予定である。また村

田陽一文庫は洋書をのぞき，ほぼ整理を終えて

いる。これらと並行して鈴木茂三郎文庫につい

ても整理をすすめている。

不要図書の除籍であるが，前年度の重複図書

に続き，今年度は，新版が刊行されたために不

要となった旧版本などを抜き出し，除籍処理を

行った。

また，資料保存対策では，劣化した図書・資

料は中性紙で作った保存箱や封筒に保管した

り，資料類の整理には化学的に安定した材質の

製品を用いるなど日常的に保存・劣化対策にと

りくんでいる。

a 1998年度受入れ図書・逐次刊行物の内訳

および年度末蔵書総数

図書　　　和　書　　　洋　書　　　計

購入 985冊 315冊 1,300冊

受贈 812■ 123■ 935■

計 1,797■ 438■ 2,235■

総数 83,466■ 23,908■ 107,374■

雑誌　　日本語雑誌　　外国語雑誌　計

購入 125種 47種 172種

受贈 1,460■ 118■ 1,578■

計 1,585■ 165■ 1,750■

総数 6,889■ 948■ 7,837■

新聞　　日本語新聞　　外国語新聞　計

購入 9種 0種 9種

受贈 285■ 15■ 300■

計 294■ 15■ 309■

総数 1,829■ 227■ 2,056■

（注）受贈数は，本年度中に整理登録したものに限り，本年

度に寄贈を受けても未整理のものは含まれていない。

s コレクション等の受贈

1998年

４月　市ヶ谷図書館より「大内兵衞資料」

を受贈

県立神奈川近代文学館より「人間の

悲しみをみつめて」（広津柳浪・和

郎・桃子文学者三代の歩み)ビデオ

１本受贈

６月　全造船三菱重工支部より「労組関係

資料」ダンボール５箱受贈

藤林敬子氏より「ジョルジュ・ビゴ

ー」「竹久夢二」「秩父事件」関係資

料ダンボール１箱受贈

９月　田沼祥子氏より「岩波書店労働組合

関係資料」ダンボール２箱受贈

10月　鈴木徹三氏より「鈴木茂三郎関係資

料」ダンボール３箱，袋１受贈

11月　田沼肇氏より「原水協関係資料」ダ

ンボール13箱受贈

橋本進氏より「前衛」ほか資料ダン

ボール５箱受贈

松川ゆか氏より「森戸辰男関係資料

（矢崎千代二画伯絵画ほか）」ダンボ

ール５箱受贈

12月　ＮＨＫ神戸放送局より「賀川豊彦と

社会運動」ビデオ１本受贈

1999年

３月　竹田誠氏より「日航労使関係資料」

ダンボール４箱受贈

公文溥氏より「鉄鋼産業関連資料」

ダンボール１箱受贈

d 閲覧（1998年４月～1999年３月　開館日

数 274日）

閲覧者総数　386人　図書貸出冊数 427冊

f 図書・資料のコピー・サービス

学外　255件　24,447枚
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学内　 62件　 1,643枚

計　　317件　26,090枚

g 写真撮影等　朝日新聞社『週刊20世紀』

に資料掲載ほか　42件

h 見学来所　秩父事件研究顕彰協議会　田

崎公司氏ほか　４件

７ インターネットによる電子情報の

提供（ホームページ，データベース

など）

a 研究所内のパソコン

今までは文献データベースの入力作業に管理

工学研究所の桐V e r . 5を使用していたが，

Windows95対応の桐Ver.7が完成したため研究

所でも導入に踏み切った。それに伴いOSも

Windows3.1中心の環境からWindows95，98へ

と移行した。

さらに本年度は，大学の特別事業の予算（所

蔵図書のカードレス検索への移行，未整理文庫

の効率的な目録作成とデータベース）により，

老朽化したパソコンのリプレイス作業が進み，

新規にパソコン７台（入力作業用5台，サーバ

ー用2台）を導入した。これによって，入力作

業の一層の効率化が図られ，サーバーの性能の

拡充により研究所内の様々な画像や書簡のデー

タを取り込める環境を整える事ができた。

s ホームページの充実

96年度に開設した研究所のホームページは，

年々新たな改善を加え，名実ともに研究所の顔

となっている。トップページへのアクセス数も

98年度だけで３万6600件を数え，開設以来の総

数は99年3月末で5万1700件に達した。

ホームページのコンテンツの中でもとりわけ

アクセス数の多い社会・労働関係リンク集は，

内外の労働組合，社会・市民運動団体，社会・

労働関係研究機関，官庁，経営者団体などのホ

ームページを探索し，各サイトにリンクを張る

とともに，その内容についても簡単なコメント

を加えたものである。今年度は新たに約300件

のリンク先を追加し，その内容は日本国内のこ

の分野では最も包括的，総合的なものとして，

社会・労働関係文献データベースと共に利用者

からは好評を頂いている。

今年度はさらに研究所の創立80周年を記念し

て，オンライン上で秘蔵貴重書・書簡の展示を

行った。これは以前，研究所が創立60周年記念

として八重洲ブックセンターで開催した《秘蔵

貴重書･書簡特別展示会》の一部を新たにホー

ムページ上で公開したものであり，これによっ

て普段なかなか公開できない資料を常時閲覧で

きるようになった。

d 社会・労働関係文献データベース

1988年より私学振興財団の学術研究振興資金

の援助を得て始まった社会・労働関係文献デー

タベースは，数年前から完全に実用段階に入っ

た。1998年度は，新たに和書約2000件，洋書約

500件，雑誌論文や書評約4000件を入力した。

また，これまでは和書データベースの方で検索

を行っていた図書中論文を，論文データベース

の方に移動した。

これらの結果，検索可能なデータ量は，和書

が約９万9000件，洋書が１万8000件，論文が約

15万3000件となった。さらに検索結果の画面に

請求記号を表示するなど細かな変更も適宜行

い，質量とも利用者のニーズに応えるべく努力

している。

なお，本データベースの作成については，

1991年度から文部省科学技術研究費補助金の

「研究成果公開促進費」（データベース）を受け

ている。この科学研究費の補助は，1991年度か

ら93年度までは年間で各170万円であったが，

94年度に297万円，95年度には356万円，96年度

には373万円，97年度には391万円，そして本年

度は351万円の助成を受けた。この助成なくし
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ては本データベースの作成継続は困難であり，

この場をかりて感謝の意を表したい。

f マルチメディア・データベース

98年度における当研究所のホームページ最大

の出来事は，創立80周年を記念して開設された

「大原デジタルライブラリー」（電子図書館・資

料館）の開館であろう。

これは，97年度に文部省から募集のあった

「私立大学等経常費補助金特別補助（情報化推

進特別経費－教育学術情報データベース等の開

発）」に対して，研究所が応募した「WWW上

で検索可能な社会・労働関係資料マルチメディ

ア・データベースの開発」案が承認され，実施

しているプロジェクトである。

内容は，従来より好評を博してきた文献デー

タベースに加えて，ポスター3000点を中心とす

る画像データベース，整理済みの手紙3000点の

書簡データベースなどが検索できるマルチメデ

ィア・データベースである。そのほかにも所蔵

図書資料に関する詳細な紹介や当研究所の刊行

物である日本社会運動史料の索引，『大原社会

問題研究所雑誌』に掲載した書評のオンライン

版など充実した内容になっており，インターネ

ットを活用しての調査・研究への一助として高

い評価をうけている。今後はさらに研究所刊行

物や所蔵原資料類の電子化を順次進め，文字ど

おりの電子図書館・資料館として充実していく

予定である。

なお，このプロジェクトにおける開発経費は，

97年度からの3年間で約2500万円であり，入力

や画像の取り込みなど主だった作業には，有限

会社リブロ電子工房の協力を得ている。

８　対外活動

研究所は，法政大学における国際的な交流の

窓口のひとつとして，今年度も活発に活動した。

また国内においても他の労働問題研究機関，大

学の付置研究所，図書館，文書館などとの交流

に力をいれている。本年度の対外活動等は以下

の通りである。

a 国際交流

外国人客員研究員の受け入れのほか，つ

ぎの来所者があった。

７月9日　赴彦云（中国人民大学教授）

７月22日　アンドリュー・ゴードン（米

国・ハーバード大学ライシャワ

ー研究所長），マクヴェイ山田

（米国・ハーバード大学ライシ

ャワー研究所現代研究資料セン

ター長）

２月24日　尹辰浩（韓国・仁荷大学校教

授），その他

s 国内諸研究機関などとの交流

海外だけでなく，国内の研究機関，図書

館，文書館などとの交流も，研究所の重要

な活動のひとつである。当研究所が機関と

して加入しているのは，社会・労働関係資

料センター連絡協議会，経済資料協議会，

日本図書館協会である。

ａ 社会・労働関係資料センター連絡協議会

（労働資料協）

労働資料協は，全国の労働関係の資料を収集

している図書館・研究所など20余の機関が，労

働関係資料の保全をはかるために設立したもの

である。1986年の創立以来，当研究所が代表幹

事及び事務局を担当している。本年度は，10月

8日に同志社大学人文科学研究所において，19

98年度総会を開催した（早川征一郎，若杉隆志

が出席）。事業としては，加盟機関が新たに収

集した非市販図書を集めたリスト「新収社会労

働関係図書目録」（年４回刊），「機関概要」

（隔年刊）などの刊行，図書・資料の相互交換

などを行っている。また新たにホームページを
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作成した。

ｂ　経済資料協議会（経資協）

経済資料協議会は，全国の経済学関係の研究

機関や図書館などの集まりで，長年『経済学研

究』『経済学文献季報』の編集・刊行にあたっ

てきた。一年を通して，経済資料協議会におい

て，当研究所が関わった事業は次の通りであ

る。

①『経済学文献季報』のデータシートの提出

452枚（実務担当：御子柴啓子，遊座圭子）

②第53回経済資料協議会総会（武蔵大学，５

月28～29日）に神屋敷昭人が出席。

ｃ　日本図書館協会

第84回全国図書館大会（秋田市，10月21～23

日）に御子柴啓子が出席した。

また日本図書館協会が99年秋に刊行を計画し

ている『日本の参考図書解説総覧［改訂版］』

の社会・労働部門の執筆に，若杉，遊座が協力

した。

９　人　事

a 専任教職員の異動

転出　奈良　明弘（図書係） 学務部学務第

二課へ

採用　岩崎　晋也（専任研究員）

神屋敷　昭人（図書係）（以上98年４

月1日付）

退職　二村　一夫（専任研究員）

御子柴　啓子（資料・閲覧係）（以上

99年３月31日付）

s 死去　舟橋　尚道（98年８月死去）

d スタッフ（1999年３月末現在）

所　　　長　　早川征一郎

名誉研究員　　鈴木　徹三

専任研究員　　二村　一夫　　　早川征一郎

五十嵐　　仁　　岩崎　晋也

兼担研究員　　金子　征史　　　公文　　溥

五味　健吉　　　壽福　真美

長原　　豊　　　萩原　　進

（運営委員） 嶺　　　学

兼任研究員　　梅田　俊英　　　小関　隆志

佐伯　哲朗　　　武内砂由美

福田　富夫（～98年６月）

松尾　純子　　　横関　　至

吉田　健二　　　鈴木　玲（98

年11月～99年１月）

客員研究員　　牟　　智煥

François Simard

Adrianus Van der  Werf（～98

年４月） 趙　　成烈

嘱託研究員　　相田　利雄　　　秋田　成就

秋元　　樹　　　浅野富美枝

浅見　和彦　　　東　　喜望

荒川　章二　　　阿部　正昭

飯田　泰三　　　石坂　悦男

石谷　　行　　　伊集院　立

伊藤　周平　　　稲上　　毅

内山　哲朗　　　太田　喜行

大谷禎之介　　　大野　節子

大山　　博　　　小椋　正立

金子　和夫　　　亀田　利光

川口　智彦　　　上林千恵子

金　　元重　　　金　　鎔基

小林　謙一　　　木下　武男

櫛田　　豊　　　桜井　絹江

佐藤　健二　　　佐藤　博樹

篠田　　徹　　　諏訪　康雄

芹沢　寿良　　　相馬　保夫

祖父江利衛　　　中西　　洋

高野　和基　　　高橋　紘士

高橋　彦博　　　高橋　祐吉

高藤　　昭　　　田中　義久

鄭　　章淵　　　手島　繁一
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長峰登記夫　　　中村　圭介

根岸　秀世　　　野田　陽子

長谷川義和　　　平井　陽一

平沢　克彦　　　廣田　　明

平塚　真樹　　　舩橋　晴俊

町田　隆男　　　松尾　章一

松尾　　洋　　　松崎　　義

丸谷　　肇　　　三宅　明正

村串仁三郎　　　森　　隆男

森　　廣正　　　安江　孝司

山口　道宏　　　山本　補将

横田　伸子　　　吉村　真子

渡辺　悦次

職　員　　　　清宮　隆（課長）

御子柴啓子（資料・庶務係主

任）

遊座　圭子

豊田　淳子

若杉　隆志（図書係主任）

上田　洋子

神屋敷　昭人

臨時職員　　　今田　町子（週４日）

小野　磨里（週４日）

小出　啓子（週４日）

坂本ひろ子（週３日）

定森　孝子（週４日）

高橋　芳江（週３日）

原田　洋子（週２日）

古谷　郁子（週３日）

山田美代子（週３日）

岩井　睦子（週３日）


